
貸 借 射 照 表
2020年  3月 31日 (当期会計期間末 )

日新情報システム開発株式会社

(単位 :円 )

の の

科   目 金   額 科     目 金   額
【流動資産】

普通預金

定期預金

貯蔵品

前払費用

未収金

未収収益

仮払金

【固定資産】
(投資その他の資産)
繰延税金資産

417,

207,

200,

671,574】

529,479

000,000

85,023

667,511

229,822

1,470

158,269

802,495】

802,495)

802,495

8,

1,

【
(

110,

110,

110,

【流動負債】
未払金
未払消費税
預り金
未払法人税等
賞与引当金

【固定負債】
退職給付引当金

【 80,653,903】

8,316,892
21,371,900
5,660,590
299,400
45,005,121
289,477,860】

289,477,860
【

負債の部合計 370,131,763

の

科   目 金   額
【株主資本】
【資本金】
【利益剰余金】
利益準備金
(その他利益剰余金 )
繰越利益剰余金

(

158,342,306】

20,000,000】

138,342,306】

2,000,000
136,342,306)

136,342,306

純資産の都合計 158,342,306

資産の都合計 528,474,069 負債・純資産の部合計 5281474,069



(注)1.重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1)固定資産の減耐償却の方法

① 有形固定資産
対象資産はありませ疵

② 無形固定資産
対象資産はありませ疵

(2)引当金の計上基準

① 賞与引当金
従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しております。

② 退職給付引当金

職員の退職給付金に備えるため、退職金規程に基づく当該事業年度末要支給額を計算し、そ

の金額に対する要積増額あるいは要取崩額の期間按分額を計上しております。

(3)その他の計算書類の作成のための基本となる重要な事項

① 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込方式を採用し、仕入控除税額の計算に当たっては、一括比例配分

方式による方法で計算しております。

② 損益計算書の表示方法
損益計算書の勘定科目「法人税、住薄兄及び事業税口こついては、システム上の制約から「法

人税等」と表示しております。

2.税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の原因と金額

① 賞与引当金累計限度超過額う。・・・・・・・・・・・・・14,788,688円

② 退職給付引当金累計限度超過額・・ ― ・・・・・・・・ 。95,122,425円

③ 未払法人事業税・・・・・・・・・ 。・・・・・・・ 。・・ △19,815円
④ 未払法人事業所税・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・ 908,547円

⑤ 減価償却超過額・・・・・・ 。・・・・・・ 。・・・・・・  2,655円

計 。 ・ ・ 110,802,495円

3.当期純損益は、3,204,619円 の損失となっております。


